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1. はじめに
1.1. はじめに

ここでは、NIES、DIAMデータ作成スクリプトの概要を説明しています。

1.1.1. スクリプトについて

本誌で説明する「NIES、DIAMデータ作成スクリプト(以下、本スクリプトと称します)」はCSV形式のデータをRDF(turtle)形式にするためのスクリプトです。本スクリプトはLinuxサーバ上で動作し、CUIにて操作するものです。

本スクリプトはperlおよびphpにて動作します。操作するLinuxサーバではそれぞれのプログラムが実行可能な状態としてください。Perlは以下のモジュールを使用しています。

	使用モジュール

	File、IO::File、strict、Text::CSV、utf8、warnings、


また本スクリプトにおいて、NIESデータ作成の際、外部のSPAQRLエンドポイントにアクセスするため、本スクリプトをインストールするサーバはインターネットに接続可能な環境としてください。

1.1.2. 作成対象データ

本スクリプトでは以下のデータ作成が可能です。

	種別
	ファイル名

	NIES
	nies.csv

	DIAM
	diam_microbe_ident2.csv

	
	diam_microbe_ident4.csv

	
	diam_microbe_ident8.csv

	
	diam_microbe_util5.csv


1.1.3. インストール方法
本スクリプトを利用するためにはスクリプトをサーバ上にインストールする必要があります。CD-ROMに格納されているcsv2rdf.tar.gzをサーバ上の任意のディレクトリにコピーしてください。
(※ここでは/home/dbclsというディレクトリ下に保存することとします。)


[image: image1]

インストール用ファイルを展開します。


[image: image2]
2. 使い方

2.1. スクリプトの使い方

ここでは、本スクリプトの使い方を説明しています。

2.1.1. NIESデータの作成

NIESデータの作成を行います。

変換対象となるNIESデータをサーバ上の以下のディレクトリに格納してください。CSVデータの1行目はタイトル行として変換対象外となりますのでご注意ください。


[image: image3]
スクリプトを実行します。変換対象とするCSVファイルは「nies.csv」としてください。
(※NIESデータ作成においてはスクリプト内からSPARQLエンドポイントにアクセスするため、インターネットに接続できる環境としてください。)

[image: image4]

生成されるrdfファイルは以下のディレクトリに「nies.ttl」というファイル名で出力されます。



[image: image5]
2.1.2. DIAMデータの作成

DIAMデータの作成を行います。

変換対象となるDIAMデータをサーバ上の以下のディレクトリに格納してください。CSVデータの1行目はタイトル行として変換対象外となりますのでご注意ください。


[image: image6]
スクリプトを実行します。ここでは変換対象とするCSVファイルを「diam_microbe_ident2.csv」としています。また、生成するrdfのファイル名を「diam_microbe_ident2.ttl」とします。


[image: image7]
生成されるrdfファイルは以下のディレクトリに出力されます。



[image: image8]
2.2. スクリプト仕様等

ここでは、本スクリプトの仕様等を説明しています。

2.2.1. ファイル構成

本スクリプトのファイル構成は以下のとおりです。

各CSVファイルの変換はそれぞれのperl、またはphpファイルが実行します。変換規則を変更したい場合は、それぞれのスクリプトファイルを編集してください。

	ディレクトリ・ファイル名
	説明

	csv2rdf
	ホームディレクトリ

	|- bin
	実行ファイルが格納されます

	　　　　　|- csv2rdf.pl
	本スクリプト本体です。

	　　　　　|- nies.php
	nies.csvの変換処理を行います。

	　　　　　|- diam_microbe_ident2.pl
	diam_microbe_ident2.csvの変換処理を行います。

	　　　　　|- diam_microbe_ident4.pl
	diam_microbe_ident4.csvの変換処理を行います。

	　　　　　|- diam_microbe_ident8.pl
	diam_microbe_ident8.csvの変換処理を行います。

	　　　　　|- diam_microbe_util5.pl
	diam_microbe_util5.csvの変換処理を行います。

	　　　　　|- diam_microbe_templ.pl
	Diamデータの変換処理スクリプトのテンプレートファイルです。

	　　　　　|- lib
	nies.php用のlibraryディレクトリです。

	　　　　　|- template_c
	nies.php用のテンプレートディレクトリです。

	　　　　　|- tpl
	nies.php用のテンプレートディレクトリです。

	　　　　　|- xslt
	Xsltファイルが格納されます。

	　　　　　　　　|-quinones.xsl
	Mpoよりキノン組成を取得するためのXSLTファイル。

	|- data
	OWLデータ等を格納します

	|- mpo.rdf
	MPOデータ(rdf/xml)です。

	|- diam
	DIAMデータを格納します

	|- csv
	変換元ファイルを格納します。

	|- rdf
	生成されたRDFファイルを格納します。

	|- nies
	NIESデータを格納します

	|- csv
	変換元ファイルを格納します。

	|- rdf
	生成されたRDFファイルを格納します。

	|- logs
	ログファイルが格納されます


2.2.2. DIAMデータ変換用スクリプトテンプレート
DIAMデータの変換処理用のスクリプトテンプレートを用意しています。

変換対象となるDIAMデータを追加したい場合、DIAMデータ変換用スクリプトテンプレート(以下、スクリプトテンプレートと称します)をコピーし、新規の変換スクリプトを作成することができます。
複製して作成したデータ変換用スクリプトは以下に格納してください。


[image: image9]
ここでは「diam_microbe_ident9.csv」データの変換用に「diam_microbe_ident9.pl」を作成したものとします。

スクリプトテンプレートから作成した「diam_microbe_ident9.pl」は2つの関数を保持しています。

「make_rdf_xxxxx_main」、「make_rdf_xxxx_str」です。

「make_rdf_xxxxx_main」はCSVファイルの読み込み等の主関数です。「make_rdf_xxxx_str」は各カラムの変換、データ出力を行う関数です。
関数名の「xxxx」部分を適当な値に編集してください。ここでは「diam_microbe_ident9.csv」の変換スクリプトであることが分かりやすいように、「make_rdf_ident9_main」、「make_rdf_ident9_str」と変更します。

次にcsv2rdf.plには以下の編集を行ってください。

【12行目付近】


[image: image10]
【57行目付近】


[image: image11]
【スクリプトテンプレート】


[image: image12]
2.2.3. Other Strain Numberのプレフィックス追加
MCCV_000026 Other Strain Numberは標準ではATTC、LMGの2つしかプレフックスが指定されていません。プレフィックスを追加することで出力されるRDFデータのMCCV_000026をrdf:resourceの形式で出力できます。

プレフックスを追加するためには、csv2rdf/bin/ diam_microbe_ident4.plの編集を行ってください。

【105行目付近】

以下のif else文に対して、プレフィックスの追加処理を追記します。


[image: image13]

追記後、出力したいrdfファイルの出力処理を実行してください。














































































































































































$ tar xvfz csv2rdf.tar.gz


・・・　(ファイルが展開され、csv2rdfディレクトリが作成されます。)　・・・


$ls csv2rdf


csv2rdf






































































































































































































































































































































$ pwd


/home/dbcls


$ls csv2rdf.tar.gz


csv2rdf.tar.gz








































































































～　中略　～


case "diam_microbe_util5.csv" {


                        csv2rdf::make_rdf_util5_main($fh, $csvfile);


                }


case "diam_microbe_ident9.csv" {


                        csv2rdf::make_rdf_ident9_main($fh, $csvfile);


 } ←　スクリプトファイルの関数を呼び出すように記述します。スクリプトファイル側の関数名と合致するように記述してください。


                else {


                        die "Cannot find the function to create rdf file for $csvfile ";


                }


        } 





～　中略　～

















$cd csv2rdf/diam/rdf


$ls


diam_microbe_ident2.ttl








$ cd csv2rdf/bin


$ cp diam_microbe_templ.pl diam_microbe_ident9.pl





$cd csv2rdf/nies/rdf


$ls


nies.ttl





# require設定


require "diam_microbe_ident2.pl";


require "diam_microbe_ident4.pl";


require "diam_microbe_ident8.pl";


require "diam_microbe_util5.pl";


require "diam_microbe_ident9.pl";  ←　追加したスクリプトファイル名を追記します。





～　中略　～


 if($prefix eq "ATCC") {


                # ATTC


                $uri ="http://www.atcc.org/Products/All/$number";


                printf("mccv:MCCV_000026 <%s>;\n", $uri);


        } elsif($prefix eq "LMG") {


                # LMG


                $uri ="http://bccm.belspo.be/db/lmg_strain_details.php?NUM=$number";


                printf("mccv:MCCV_000026 <%s>;\n", $uri);


        } else {


                # others


                if($osn ne "" ) {


                        printf("mccv:MCCV_000026 \"%s\";\n", $osn);


                }


        }


～　中略　～








$cd csv2rdf/bin


$./csv2rdf.pl　../nies/csv/nies.csv &





#!/usr/bin/perl


#


# diam_microbe_xxxx(テンプレート)


#


#





package csv2rdf;





use Text::CSV_XS;


use Text::CSV;


use IO::File;


use utf8;





binmode STDOUT, ':utf8';





# TaxsonomyId


$taxurl ="http://identifiers.org/taxonomy/";





#--------------------------------------------------------------------------------


# diam_microbe_xxxx.csvのTurtle処理


#--------------------------------------------------------------------------------


sub make_rdf_xxxxx_main {





        my $fh = $_[0];


        my $filename = $_[1];





        # RDF Header


        my $header = '@prefix xml: <http://www.w3.org/XML/1998/namespace>'.".\n".'@prefix rdf: <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#>'.".\n".'@prefix mccv: <http://purl.jp


/bio/01/mccv#>'.".\n".'@prefix prism: <http://prismstandard.org/namespaces/basic/2.0/>'.".\n";





        # header出力


        printf $header."\n";





        # ファイル読み込み


        my $csv = Text::CSV->new ({ binary => 1, eol => $/ });


        open my $io, "<", $filename or die "$filename: $!";


        #my $file = IO::File->new($filename, "r");





        $line_cnt = 0;


        #while (not $file->eof and my $items = $csv->getline($file)) {


        while (my $items = $csv->getline ($io)) {


                if($line_cnt == 0) {


                        $line_cnt++;


                        next;


                }





                # カラム単位で処理


                make_rdf_xxxx_str($items);





                $line_cnt++;


        }


}








#--------------------------------------------------------------------------------


# diam_microbe_xxxx.csvのカラムごとの出力処理


#--------------------------------------------------------------------------------


sub make_rdf_xxxx_str {





        # ブランクノード


        printf "[]\n";





        my $items = $_[0];





        # カラム取得


        # 取得したいカラムを変数に格納する処理を記述してください。


        $species = $items->[0];





        # 変数に格納した値をRDF出力します。各ノードの出力処理を記述してください。

















        # MCCV_000002を出力


        printf("a mccv:MCCV_000002\n");





        printf ".\n\n";





}





1;




































































































































































/home/dbcls/csv2rdf/nies/csv





/home/dbcls/csv2rdf/diam/csv





$cd csv2rdf/bin


$./csv2rdf.pl ../diam/csv/ diam_microbe_ident2.csv > ../diam/rdf/diam_microbe_ident2.ttl
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